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陳 者 先 般 凵 本 物 理 化 學 界 全 般 の 絶 大 な る 御 支.持 の 下 に 設 立

仕 候 口 本.物 理 化 學 研 究 會 の 儀:に 闘 し 甚 だ 勝.乎 が ま し き'御 贊
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り 感 銘 の 極 に 有 之 候 ... ...∴
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愈 賢 .領 收 ・

自昭和十葦年 四 置レ 日 至昭 和一卜五年五 肺 卜一ll(尊 稱略 來誼順)

.'.コ.叩イ ド製藥橡式會杜(貿 助倉費)

坂 職 穏 治 又 木 武 一(以 上+六 年度分)宮'津 」 南江豪 京都支店

轟 場 「1川 男 中Ill宣 封駐 早 川 晃 罐 塒 本1治 水 宗 像 英 二

樋 口 泉 林 彌.兵 暫 三 宅 守 治 ノ 遠 醸 獲.夫 古 畑 域

鳥 ・海 蓮 郎 菟 原 遖 明 村 口 義 夫 竹 崎 嘉 眞 末 礎 良 行

小.川 貞 久 擁 智 籍 癒 軅 柱 つ 江 河 野 裕 行 清 水 鍍 武

豊 年製油株式曾 欷研 究断 藪 田 .猿 治 笠 井 研 一 門iη 憲 章

長 谷 川 徳 琉 深 間 内 久 雄 興 元 化 學 公司 小 松 和 藏 佐 藤 史 璋

井 本 稔 一 方 井 卓 飜 村 上 敏 治 稍 村 賢 主 小 野 岐 一.

三 浦 政 治 小 山 長 四 郎 井 闘 吾 郎 .竹 陬 勝 次 郎 巾 局 恭 三

堀 尾 正 堆 多 羅 間 公 雄 井 上 鋒 閉 漸 丿lg晃 .藤 井'行 彌

明 隣 堂 帯 店 東 洋 紡 績 科 県 研 究 所 吉 森 …龜 介.横 田 英 彦

清 廉 李 佐 .田 富 士 雄 金 子 茂 三 島 胴 高 井 麟 元

薩 山 卓 賀 之 東 村 長 造 宮 崎 兄 一 林`}1篤 近 瞭商店魯戸工場

」二 橋 皿:=:彡 頁 貝 金 彡ヒ双聆 言r永 弘 加1珊 稔1匕1.鞠 剛

轡 山 新 一 蘭 井 謙 一 鈴 木 松.一 渡 邊 就 三 石 野 俊 夫

滿洲豆稈 パルプ 坂 東 醗 彦 勝 義 孝 佐 藤 信 夫 醐 集 三

輻 田 武 彦 友 成.忠 娘 山 本 勇 二 井 上 政 蒙 武Ill芳 三

一小 林 惟 志 吉 田 誇 史 池 村 恭 一(以 .k十五年度分)宮 津 一

金渾為尊工業學校 岸 春 男 長 谷 川 徳 蛾 弘 胸 窩 等 擧校 松 山 高 娜 學校

・ 大 阻 商 等墨 校 似 上+四 年度分)
.大随 高 等 學校(以.L十 三年度分)

.文 猷 集 購 讃 科 金 餌 收

坂m慾 泊 池 村 恭 一(以.卜 十六年度分)早 川 晃 雄 藤IlI喬

竹 峰 喜 貫 末 農 良 行 小 川 貞 久 井 閥 吾 郎 友 成 忠 堆

多 羅 購 容 堆 瀬 川 晃 藤 井 行 彌1lf森 圭 介 横 田 英 彦

佐.耶 臼 雌 金 子 茂 東 村 長 鐙 宮 パ 兄 一 土 簡 正 二

細 井 謹 一 關 集 三 繭1.叩 .武 彦 友 戒 出 雄(以 」∵1・五年度 分)

松1.u高 等 愚校 弘 前 高 等 ～襲校(以 上十四5ド度分)

、

亀
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日 本 化 學 會

日

(明治十一年四月東京化學 會 トシテ創立)

本 化 學 會 誌
月刊一冊金壷圓・一箇年前金拾貳圓(郵税共)

Bl」LL匠TINO『THl三(:H匠Ml(=ALSO(:11三TYOrJAPAN.

月刊一珊金 五拾錢・一箇年前金 六圓(郵 税共).

購 讀 』希 望 の 向 は 邦 文 會 誌 の:方 は

東 京 市 祕 田 區 表 榊 保 町 三 東

同 京橋 區槇町 三 丁 目三 北

に 申 込 ま れ た し。 9一

京

隆

堂

館

日 本 化 學 會 規 則 摘 要

b

賢
ヅ

、

.

第 二 絛 本 會は化學の進歩及 ひ普 及 を回 るを以 て目的 とす

第 四 絛 曾員 は生學 に密接 なる闘係 を有 す る鯉人叉は團體 たるへ し 似 下略)

細則第二燦 會 員は下 の資諮の一 を備ふへ し,

一 化學 若 くは化學に密接の關 係あ る學科 を修めヌ.は有益 な る研究論女 を公に した るこ と

一 化學 上頚著 の成 績 を畢 け若 くは化學工場 に在 りて責 任あ る位 置に立ちた るこ と

亠 化學 に密接 なる開係 を有 する法人叉 はこれ に相富 す る團膣 た ること

第 六 絛 入會 を望む者は曾員 二名の紙介 を以で學歴等 を記入 した る申込書 を會長 に差 出すへ し、其の

可否1ま常議倉 に於 τ之 を決す

第 十 五 絛 常禽は會務報告及學術 講演等 の爲め四八兩月 を除 き毎 月之 を開 く(以 下略)

第 十 七 絛 年會 は(中 略)毎 年 四月之 を開 く(以 下略)

第二十二燦 本 曾 は毎月一囘 日本化學 曾誌 を發行 す、 日本化學曾誌 は之 を邦丈 及欧丈 の二種 に分つ

細則 第二十六條 食諧 には報夊 、綜 説、抄 簸、雑錢、紀事等の欄 を設 く但 し欧夊會諮 は報女 を圭 とす.

第 二十三條 曾誌 は曾 員 に配布 し且學術 普及 の目的 を以で之 を童賞 す

第二十 四條 曾費 は一箇年 金措 固 とす

第 二十 六燦 會 巽は入禽響 可の月 よb納 むへ し ・

細則第 三十三條 會費は毎年 囚月及ひ十月 の二期 に於て牛年 分宛(四 月 よb九 月 まτの分 を四月 に鐺十

月 よ り竪年 三月 まての分 を十 月に)毒 集す(以 下略).

細 則第三十四絛 入會者 の倉 費は其 際月割 を寡 て該鶏分 を徴 集す

覧 。瓢
入會希望者 に して紹介者 なきときは學業履歴及 び現職 を特 に詳

記 して事務所へ申込 まるぺ し

,

丶 。一 '

▲
」

'」



物 理 化 学 の進 歩Vol14nNo3(1940)

■ ・

o

o

髴

,鬢

訪

島津石婁分'願 罌 ・
型 録 湟皇呈i

豊津製 作所



卩
丶

物 理 化 学 の進 歩Vol.14nNo.3(1940)

、

ヨ… 蟻 工學博士 喜 多 源 逸

月 刊 化 學

第6卷

[216]ア ピニ チ ン酸 の 化學

[217]繊 継 素纖 維 のx線 瞬 的 研 究 の現 恥

[219]ア ン スラ キ ノ ン系 猷酸 人組 染 料

[219]融 黙降 下 法r.二依 る分 チ最慨 址 湖 定 法

一 册60錢

(迯 料2鑓)評 論
前金 一年6圓

(途料共)

第5號

}「
六

郎

治

圭

桂

三
吉

卯

戸

野

-

剛

宍

淵

上

陶赦

ρ

[22⑪]叮 塑性變 形に就て(1)

第6卷 第6號

[2云]乳 化重合法 に依 るてナ系 ゴムの製造

[蓖2]新 しい化合物 と其工業的意義

[223】 電 子顫 微 鏡 に依 る冊 究 方 法 と植 物 ヴ.イル スのII∫就 化

郎

次

三
格

=

一
光

倭

昌

榮

和
井
.村
澤
奔

辻

三
巾

樋
松
長

　

…

…

り

諏

"

"

…

じ

'

,

.

丿

化 擧
一 紹 輯 所

京 都 市 吉 田 京郁帝 國大皐

工業化學 教室 轟 多 研 究 室

電話上九八O書(學 内十九番)

評 論
發 行 所

大 阪 市 西 賦京町堀遖一丁 目

電話土佐掘 二四 〇 ・四六八番

振替1.】座 大阪一七六一三番

`

1

虚

物理化學の進歩歐文號 ◇年3回 發行
一 鵬u 一
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CHEMISTRYOFJAPAN
一_一.

本誌は吾國に於ける物理化學の研究 を廣 く世界に紹介する目的 を以て之を獲

賣 し,且 つ各國の著名なる大誤,研 究所,學 者に頒布す(1000部 獲行)。本誌の内

容は,原 報及び抄鍬の二に分れ,原 報はL物理化學の進歩■掲栽論文を集め,抄録

は吾國に於ける物理化擧關係の報文全部に對 し,そ の英交抄録を網羅せるもめ

な り。
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月 刊 自 然 科 學 雜 誌

科
編

安藤廣太郎 岡田武松 柴田桂太

柴田雄次 橋田邦彦 岼并誠太郎

學
輯

大河内正敏 小泉 丹

仁科芳雄 圭任石原 純

自然 科 學 の 進 展 「1ざま し く,學 界 の 活躍 釜 々盛 ん な らん とす る時,筍 も

之 に 心 を寄 す る 人 々は 自然 科 學 全 毅 の 不断 の 情 勢 を知 るべ き何 等 か の機 關

を必 嬰 とす るで あ ら う.

本 誌 は 英 のNaLure,米 のSdence,佛 の.Re℃ue胸 ξ瓰le,獨 のNatりr-

wl蹴11scharヒen等 と使 命 を同 じ うす る もの で あつ て 發刊 以 來10年 の 歳 日を

閲 し,茲 に全 く我 國 唯 一 の 一 般 自然 科 學 雑 誌 と して の 内 客 ・體 裁 ・槽威 を

具 ふ る に到 つ た.學 徒 諸 士 は 本 誌 に よつ て初 めて 各 自 に 必 要 な る硯 野 を得

られ るで あ ら う.

害

械

『捨

7月 號 内 容 梗 概

頭

科議欷育の現欺o

書
一当 二の生物組椛 に佐 る光の廻折 像に就て(西村 秀堆 ・細川淳一郎).細 胞渦

の對流群(第1報)(上 野謹 五邸)・ 不遊的光學 系の鏡徑比の趣阻(淺野俊堆)・

瀞八丁の陳水學的齪測(上野釜三)一

萃

R=c}1ARDKuH翫 勲。植物 に於ける受精杓質及び性決定物 買に就て(D

述

ll戸 修 一=現 代體質學概覯(1)

高 橋 松 議;生 恆 内解毒機苒 の一要素 と して のグル クロン戯

高 橋 基 生 二・群滞芝襲に於け る群 系掴豊型 と群飆 制

學界展望

森 脇大五郎&中 性子 と握 々蝿遘慱學.

川 漂 康 夫=蛋 白分解酵素並に蛋 白質構懣 に闘ナ るM飢Bergm鵠nの 學設

に,量す る批判(夏)

科撃雑纂

櫻 川 一 郎=猷 輝 舌

研究室概跟
パラオ熱帶生物研究所の現 在(加醸源治)

痛刷 讐一研究抄饉 一科 學時事一學倉及個人淌息

日本學衛振興會墨術部研究彙報

發行所 甥 離 蹙 岩 波 書 店
霑 價50餓(薙 ミ料1..5錢)電 言舌九 段(33)砦 蠢0亅87(4)

牛 年 分¥3。40,一 年 分¥6,80(葡 金;㈲ 刊號 ・蓬 料 共)振 替 口 座 東京26240
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